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も 有 難 う ご ざ い ま し た .最 初 に お 断 り し ま し,た よ う に ,

宮 村 先 生 に お い で い た だ く 予 定 で ご ざ い ま し た け れ ど も ,

突 然 の 入 院 と い う こ と で ,渡 辺 勇 四 郎 先 生 に お 願 い す る

こ と に な り ま し た .渡 辺 先 生 を 御 紹 介 致 し ま す と ,先 生

は 昭 和 46年 の 本 学 の 卒 業 で ご ざ い ま し て ,宮 村 先 生 と は

……・1・矜iこ.SX!G£れた 関 係 で ご ざ い ま す .現 在 は 聖 マ リ ア ソ ナ

大学 第 二 内 科 の 講 師 で い ら っ し ゃい ま す け れ ど も ,こ の

と こ ろ ず っ と 宮 村 先 生 と予 研で 共 同 研 究 を や って お ら れ

ます .今 日 は宮 村 先 生.の代役 を急 遽 お 願い し ま し た と こ

ろ快 く承 諾 し て 下さ い ま して ,東 京 か ら お い でい た だい

た わけ で あ り ます .そ れで は 先生 宜 し くお 願い 敖 し ます .

4)C型 肝炎 ウイル スをめぐ って
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輸血をめぐる諸問題

C型肝炎ウイルス(銅CjV)とは血液で伝播される非

ゑ非迅塾肝炎の唯一の原因ではないとして鮎,嘉饗な擬

関であるということが証明された,新しいウイル鼠であ

ノ∴ い一一1両守H･.も湖JJか三､-'.八町や1~l'畑=:.ド,(,･iL'ti'l

感染を示す血清学的マ-カ-を全く欠いた肝炎殿存在が
知られていたす

風非難塑肝衆の原闘ウイルスのCD紺Aをタロ-y化し

1:∴ 悼∴十二廿:I:し-1)N∴はし'1~)し､ゝ'う1).1うrl汀llL･〉-が･)I

A非誤型肝衆患者の血液をこ感染させたチソバソジ-の血

甥のt(N:＼∴両･与ニト:~~い一㌦ .二!こ∴∴ニ/)し･l)N.Llの ･

部断片を遺伝予工学的をこ酵母の中で発現させて蛋白をつ

くり息)きこの蚤醍損lこ対する抗体が非鬼非難･塾肝炎愚者の

血清中をこ糖輿約をこ存在することを明かをこした慧)も

異的な抗体のアッ恕イが果たも〆た投繋鴎およびこの抗体を
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関する知見を述べるや

1.ll('l'と疫学

-3ぎをこ述べる成績は国立東京病院および経書意軌官署病院

での表芸点観顔E3調査中に,極めて発の見通しのよい絵嘉床家

ルを測定したものであるサ手術時に輸血を受軌 編めも後

平均年齢は56歳,輸血か払肝炎の発症蜜での期間は平均

5週間声そLてALTの殿靭抑ピーク値は平均728単

位鳥■頼.-､上r㌦ 量拓f-E浩､J,∴ナ∴}二.lr‖恥FL･‖･町∴書'--上･

1番:.}いL-1lT.Y,:と∴雄細州巨_トン折れ目--:い上}_工 こ

れら17例中温5例をこ重苦C:V抗体が検出されている帝ただ
L.1-溝∴l:-,浴;欄招け･十十､1晶メ畑L-I,t斗日付号を汁1

て.A;L･‥､上,二〔T~､二日町･;,守十二1封･叶いIl桝LNtl.卜IL㌧｣し

その輸血きれた血液のうち少な宅と叡豆本をここの抗体が

棋什-∴やい､上.二.卜∴∴:上 l相打J.二三二晒し[八1/1､†';rl

の非常をこ高い例私あるが,これ琵36例のATL値の真二

界は--魔性を示し,HCV抗体が認められたのは通例だ
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率:輸血を受ける最前をこ∬CV抗体が陽性であった症例
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10()0 粧 .i:甘▲了上合紺詰 量 lH ll'lt 第1.3号 中JkiZI= ごTJ

ニト_'･.輸 血 .＼こ･畑′:帖 fl糾 】∴ 二ハ信頼.･}∴裾 F仁1:_'L約-,}∴f亘 :__

蜜た --蜂性で予後の よい 転のは別の ウノ仁ル深紅 藷たは

ウイル 鼠以外の別の善臣嘗草由かこよるのか現在はわか っていな

い. 二/㌧L∵~l∴ =('＼'･iEl冊＼障什 侶 1.ll(､＼-し11t1/弓･≧ヤ

アと考 えて 転よいか 態知れない むせ ると,第 戦 わ鮒 ~喝

;二∴.t工 ∴いし'1日('＼LiFL亘棋冊 L̀tU ∴い く∴小十.甘 こて.i':I:

蟹がある3㌃離 l二束磁病院外科 で 息985年か 転 1988年の 詔

豊沼晋豊眠 塞際 をこ輸 血をこ錐萱も､拠れプ㍍鮎液の供血者 ま365人で

Ⅰ7日 r頼休,jJLli(I:＼沃 :=Il畔上 :LJナ,-!∴ .1日侶 一.,車Lll:,}ここ､i∴

は これ 鍔)の供 妻飽者のぬ液鮪 難に輸豊艶され夢その受血者 が

輸 徹後者葺菅山衆を起 こ Lたか 更訂かが きちん と把捉 きれていた

､l_ト ''二LL,.㌦音;､上 県 Lr5日紺 u液 /､一日(､＼一打 f机fぎi.I-‡Li〔

ると, 相伝5人中 及落か ぎ)23番 護でのぬ液 を輸 泊もされ た

覚鼻血者は 且踊% に非 A非 盟型新二衆を発症 Lwm ､るとがわ

か 守一_.ド. もr､=.L_日射 ニト ･一一十 l州 Oor lF.l･1･!=ミ'冊 仁鞍

を発症す る供 血者 血液の ｡pm 健 を決め ることがで きる

ようをこな ったわけである｡ カ畑 =3ソ鉦およびこa"̂3たび輸

血郡 ス ダリ--エソダのみな らず苧臨床職域で診断薬 と むノ

て用 い られ るオル ソの EL喜SA キ ッ トの カ ッ トオフ櫓

の第二淀 は この解析 をこよ 巧な された釣である砂塵京病院の

li3(ミ5LlTL7欄畑狛畑rELlU'.血漉し7l'-吊 丁榊 tl∴.'㌔ liー_王lL'＼'

抗体 が陽性であ ること鮎をかか った郎卓すなわち,供血 露

出洗 L1--車∴ ll(､＼■i,'･:休町 卜巨 リ､ハ ′/上(,工)∴､乙.ト l:lこ::

∴に車骨左 ニ∴Lr_目し､＼'頼 休PLH.トT川1推 吉ゝ II(､＼'ハ椿

象の既往 を示すばか りで な く,感染性 のあ る 昔増CJV そ

の ものが血液中をこ存在す ることを強 i示唆 してい ること

がわか っ薮二号

沃に.八iJT 伸 しし:iIL'＼'･ト日付 昭 】抹ブ㍉-1く′::i)∴ 二._卜上ll

1こう(･ilrlj､ハ輿 血 ～‖L :＼I,r 仙 _-!工i･沖 fl十日 卜LT一lL~常 札州 に

.多言､が. ‥.常紀州再-:/pi,～/u,㍗ l'恒 T亘吊 ､桝こ Ii('＼r頼

休ハ柱侶:･巨 !訂吊 ､触回/:;･･Jこし二･}･･t. しか L. 前述のlT佃

仙 iFLL'川日には]川tlp3〔7日こい こし三二かわか -,I.'J_i.1t(､＼'持す､･ト

の測定 がで きるようになって,血清疫学的検討が可能 に

成 ったわけであ る.

'1. Ht'V と臨床

dd)ぎをこ,田CV 感染 と肝癌 との関係 をこついて述べ る,

症例は竪 マ リア ソナ医翻東学病院および関連病院で治療

肝癌以外の癌患 者56例 (男性26額㍍ 曳~轍30例)で あ る .

肝細胞癌 を HBs抗原陰性 (非 B型経淳二癌) 94例 と 蒼増 給 S

抗原陽性 (欝型籍嘗二癌)且9例 に分け,肝癌以外の鯨 は 喜三 と

も〆て消化器癌 を選 んだ｡非 B型肝癌 の中にはプル コ - - i♭

多数者 叡含 渡れてら､る,貴重CV 抗体は非 欝型肝癌 で 闘 令息

o{､, lミ畑j欄仁二言∴-'∴70い-1･さし.了.t=癌 ‖隼 叫V∴'･-描. 1:l',;-)Oい

で あ った.非 B型拷賢二癌 で 銅U/V 抗体 の招魂頻度 が 酢 薄 ¢

;I.高 上 If(､＼-往休障卜巨 ､こし1､日里旧症状 浩 一__i.r 帖 帖 汁

があ り,招CV 抗体陽性の 7例瑚 汁痛 以外の醸 愚 者 の 5

例 は輸 血を うけてお り芦 うち 且例は肝硬 変であ っ た 争 肝

癌ハ汀 1叫 ､ハ圭 子工.rlt卜 二''十日~･十卜工!.I.'恒 帖 二_輸 血 /;･宣

抗体 が換 鼻uきれた申 これ ら約成績 は 描CV 感 染 と 輸 血

との深いかかわ りを示 してい るや しか し,∬CV 抗 体 の

.･.吊 ､侶fJH-.I.∴帖 川冊.し'痛 い 盲目/～,l巨再 高二｣､jt='.:ナ工 ∴ :二 と

は半輪 鹿以外の を-iU,V 感 巣経絡 があ ることを も 示 唆 し

てい る.非爵型肝痛 におけ るアル -3-ル多数者 の 肝 癌 と

I,1pI I-･′iL畑 二､トこrll(.'＼'､【了 ,閏t'::r'::Jl ll('＼･'損 休 し吊 臨

終率 がアル コ----.ル摂取巌と無関係をこ高率で9 7ル ニ-" -- J駈

遷爵こよ りむ Lろ 悶CJV と肝癌 之の関連性 が強 く示 唆 き れ

･･'_し､･.㍗-. 卜占,Lハ凍結は 王1('＼.'憧~恥 小lミ畑‖十 l･. ( rニ

スdMTpは東 電独 議Jl二に肝癌の発症 に関 t3-･してい る吋能 性 を 示

唆す る鮎のである.輸 ぬ以外の感染経路 をこついて は 束 だ

牽 iぬかっていないが,家族内感染 を疑わせ る症 例 が 裁

許3れているかすなわち芦極 めi後非A非 B型肝 炎を 3 網 潤 3

八1_′r 畑 '1日..f･:)･･f汀抽 1'Ll∴ 二･･7､二日 ､汗 tI〔'＼一帖 休 ∴日 章 .

性であった. 蜜たき紺青こ硬変が〕5岱歳の な-鱒三は22年 前 に 輸 血

･tF,:')紺.二十 il. 二∴トー引J巨 ;うー哉 し')i∴､こ吊 -1瑞も｡'圧 )i 3' ,が .

‖(ー＼Vi~Fi冊;.･'∴損iJを~_♂JJU ,_j∴ 帖 i侶 ∴由｣'i巨上手∴ ト :_.三二端 q ハ

娘沃 IL(､＼~汗廿 ㍉頼卜iy.ト 十 十1.

日lL,/i;_'-∴. :Ll~1,._i',}しけ的 .･~･J∴lI(､＼･'jF'tJ樟 ujJi 二二1 ,

卜を用 虹､て･今や疫3第や酪義妹の雛 一線の擁 露が約3能 をこ な っ

たといえる.

:i. 米国の m lr 株 と日本の t7('V 株の相 同 性

巌後 払 この よ pjな 喜音CV 抗体 が をヨ本で検 出 さ れ る 理

森 等ウイル鼠の C持NA の ご く -一部の儒域 を酵母 で 発 現 さ

や十 L_二二_/工 二･:し'〕右rllに k十†~L.Il'.損休ノ∴ iトトし'1 ,軽 ･, .LT,-tlH ‖i

中に存在す ることの正当性 をこついての分子 生物 学 的 な 尊

顔かこついて,われわれが最近樽 た知見を述 べ る .

典型的な輸 血後非A非 蓋型肝 衆を起 こ した厳 暑 の 転 太

相関性が非常をこ良 く保挿 されている,NS3 とい う H C V
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を/ト仁 王献71でい1.
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なったと述べたが亨その艶由はそれに用い臣｡れる抗原が

ニLl)NS二LiT･∴ NS･i∴,メ.Hこ卜･∴~､1欄抽ト∴い 1. HトJJl十l

弼者か転タm-ソ化 したこの非擁遺糞白が㌢アミj酸 レ

Lt∴に., ト.ttトト.-い∴.い).･il描左右!十Lr∴J野､･L) 1(N:1

..トIP･7.i---Tは1,T_: 卜11:~い~･:〟_～.†こナ:_'~ト,:1NSII). L･L:

息Jで構造遺伝子額犠飛エソペu-プか払非構造遺伝子磯

城し'lNt<1∴かこト･:し'.)し､t)～.L＼,:>:回 し'､ま/-1綻TJ'T-,I-汁.''''

の簡域では堵孟遜配列で72%声アミノ酸配列で私ア趨%と相

同｢11日 .t∴二上二√高 ･＼∴⊥こ十.､たti.

･子､;friてこ汗二}]-1･f二,､､∴ ∴守∴ ∴ ､上最捗 71-,'TT卜′I

てい -:工二.㌧∴,∴卜.I.tA-.f･∴ 二し一､二.'･tハIL,T'7三∴こし'川F.]ハ 一二

い∴,L･._=巨川3,I,i.8･丈∵.:t∴'.･二､こ∴ い丁､UT丹l汗,今座し叫r.)‖tl二

結リ古_LI_痩,}∴.㍗.汁t∴十十一､∴∴I.

-1. お わ リ に

われわれノダ)研究で輸血後拷予衆殿原綱をこなったと思わ九

･日出ij差しT~㍉｢再任か∴.守際∴ ll(､＼Yと,1I./､ハ ･L:Trl;Iが号

線選れたことはタ銅だV のウイル鼠麟威要素を初めて と

卜し･7日廿巨い∴日直Hj巨J二二と,{左上 二L:rill,(,L~L病(yl,予

断と言う蘭で転意殊ある結果と考えられる.さらをこここ

で得られ,た だⅢ因鬼 を今後遺伝子工学の拳法で発現澄せ

ス抗原およびそれをこ尉する抗体の検出薬の作製畢ワタチ

ソ作製の試みが可能となりやこのウイルスの研究は診断 曲

予防をこ鑑轄する新たな段階をこÅったと思われる血

こく-1f甘範三｣と回､1,r■,r･町衝'‖軒中畑二おいて 'L甘汚弘.

ijJ辛欄だ･日,r.S.ⅠミいいTm･1こtr.!‖吊車.か妓虹_ミニ協rHjで

なされた屯のである中
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小島 ∴ ∴再 訂[難 'lござし､.,こきこTL-/}∴ し旦･~丁.t~り て■:丁･.

yダな話だ ったわけで ござい 澄すげ ど予後で蜜たデ ィ:A

カ ッシ ョソして あ結構です が,現在濃非 お開 き Lたい た

い うよ うなことございま したらどうぞa鱗茎承知の ようをこき

･l･;日工へ斗 汗 ('ilir(川 手巨'＼M.11''tlにlll',Tl､こ:最畑 ･ー_1ミ･11<:.̂'

年 か ら 蒼-蔓CV の タロ--エ ソダの仕 事 を始 め られたわ け

ですけ ども,お聞 きします と, その確率は 且06分の 且で

あ り予 その 且06分の 招 こ行 き当た る殿に 7年かか った離

路で,その間徹夜す るこ女は しょっち ゅうだった とお聞

きしてい 濠すBその 宅やらも､非常 に太変 な仕事をや って こ

られて,現在世界 を um ドしつつあるわけです.後 で 蜜

たいろいろお請 をお関ヨきす るこたで きると思い渡すけ ど

･弓__､,1'‖汗寸描 い 卜̀十二i二 丁卜 十 卜'Eh.Jl_,'上 今ハ (､hiroll

ちのデ- タをお開 きし蜜骨 と早急鯉肝 衆では半分 ぐらい

1()03

トか･,か てい ､̀-仁 慢性に左 ･;1/:､上TL1小 l､ILW O(,､十､-､トー､さ.?I:Jt-

魚 拓れ るとい うことになるんでしょうか申

です 絢 これ に関 し′蜜しては C損TOn社 で発現 爵 Lで

お り潰すので,私達はこの領域の蛋白を発現 させ る実験

をや っておりません｡しかし私達は現在髄の常域,core

J;1;汗成 し皇 h H1＼･(､l(叩(､糾戒ハ高圧 1日.t町 i:雛 に JL-､て 右

巧渡すので,挽 く近い将来にその辺邦デ--タを娃鳥せ ると

黒 い .=トト

小鳥 甘 t1,'⊥∴ l~二_ト上し十∴1l.巨 ∴一二∴十二十ナ工 ■'し い

一人､晶 ll-･'1~:jtJ;～;卜トト IU1日 _∴弓､fj難 '.二さい ことlた.

沃 1-:..ir巨巨 ､汁ナト.'い∴ 目し､＼'汗休校 杏,:･･和宮 Lこ_4､血液

セ ンタ-で始 めてい るわをタで ござい 蜜骨の･で, その デ-

タを玉梓先生か ら御紹介 いただ きたい と思 い 窓す.

5) 献 血 者 殿 著せCV 抗 体 鰻 意 の 状 況 をこつ い て

き翫触液 セ ンタ-では,昨年H月中句 よ り全ての輸血用

血液 をこついて HCV 抗体 検 査 を実施 してい る. 本年 且

粧 養護での検査 の結 果は,総検査数 27声300杵 でその 内

陽性の ものは 229件 摘諸嶺%3であった,

里 /iLJ廿こ:Lr,- リ冊 .耳目).Lq～1Oい. L/i守il.,i■こO∴ うOt､-::里｢巨■Ll

Ij/再1､∴ 十新潮 ていと. ltト 19歳｣と(1.1'LiOo.20[しば し1.i-):_'

oo∴ 糾 しは い.バ7%.こ10lLLt1.1000,5し卜 6右戊Lt3.2()''O

と,年齢が 虹Aが る軋りれ陽性率が轟 くな っている.全国

的をこも桁dHニ梯 向が認め られ る.

九州 プ ロ ッタは L22% とタ廉 は低 く西は商い傾向があ

ら,新潟県内の分布は意だ聯屋敷が少なく河と鮎言えない.

%を占めてい る.35嘩蘭 を超 える血液は輸血後群衆をお

こしやすいとの ことで輸血周血液としてはや蜜で屯使用

されていなか ったが,35単位以下の血液 (HCV抗体陽

性者の約 9割)は,今 までの換登ではチェックきれず紅

梅血摺血液 と して使 われていた ことをこなる.

血時の問診内容を調べてみたところ,この229名中農7名

t･T･･ltU に輸血冊七㌦を-言二.こしrう率は 灘師llL折凍紺汁

歴の頻度より商も､ように思われる｡

小島 .i_ILP:,も付榔･･一一r_'さい-:-ii上.今(11日FL.LI'i了凋引

Ltい.)_:')千.

藤田 第二外翻齢藤mです廿数年前の 開CV の話を

しますと芳結燭今蜜で野放し状態をこ近かったわけですけ

ど転 実際私達は臨床で拳繭をLで患者さんをこ輸血をす

る立場から言い渡すと,奪蜜で私達はほ春宮全額匿 近いよ

うな状腰で輸血をして顛たわけですけども,その肝炎をこ

ついて実際をこどのくらいの夢汀能性があるのか,話さなく

こジグは血液救yタ-のほうに全てお任せしているぬけ

てすけ十⇒∴ 今浬iTl見通しし.し-_してい･,tJrlかi､､If(l＼Tに

対してきちんとスクリ-エソダきれることをこなるのか｡

ただ時期としてぼちょっと早いかもしれ護せん緒だあき

ト･叫i.､聖㍉Tバ i､-し､までにそ;)い う準備}:,:起こせそ三･､か.

･‖誰珊㍉_I:_しても,もtもJ町lましたLIlおF.i=裾いせ卜さい.

"Lrl.trfI卜'111申lliLJかE■-開始し 今も縦続中です.




